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大学卒業後、鹿児島県のシェパード中央家畜診療所で獣医師として勤
務。ご卒業後、実家に就農される。現在は獣医師と畜産経営者としてご
活躍されています。

自分が育てた和牛のお肉を食べてもらいたい
牛も人も健康で楽な管理をして、環境への負担を減らし、安心・安全なお肉を届けたい。
その為、短期肥育、ビタミンA無制限給与、除角、鼻環装着、ワクチネーションの実施。

また、BLV　（牛伝染性リンパ腫）抗体フリー農場を意識され、自家産の母牛はもちろん
地元、長野県中央家畜市場からも抗体陰性もしくは洗浄農場の素牛を導入。
モネンシンフリーという点も、獣医師として安全で安心な和牛肉を届けたいという思いから。
今後、さらなる肥育期間短縮に挑戦したい！と意気込む。メタンガスや穀物類削減で地球環境にも考慮。
アースジェネターは、クロストによる突然死の予防と臭気対策の為、全頭給与中。

ワクチネーションは特にこだわりが強い。


